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第１０期淡路地域ビジョン委員会最終報告会結果概要 

 

日 時：令和４年３月 19日（土）１４：００～１６：３０ 

場 所：オンライン  

参加者：ビジョン委員 22名、専門委員６名、ビジョン OB 1名、 

新ビジョン検討委員２名、淡路景観園芸学校 2名、淡路ラボ 6名 計 39名 

吉野交流渦潮室長、事務局（大橋、福榮、正司） 

内 容 

（１）第 10期ビジョン委員会各分科会最終報告 （9分科会×５分） 

 

 ＜健康・福祉分科会＞ 発表者：顕谷 友圭里 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

（講評：嶽山洋志専門委員） 

大学生もコロナ禍でオンライン授業が多い中、癒しを求めて観葉植物を育ててい

る。新たな暮らし方を今後も淡路島で広めていただきたい。企業のデスクや学校の

教室にも取り入れていくような活動を今後していったら面白いと思う。 

 

 ＜淡路島の自然の豊かさを学ぶ分科会＞ 発表者：行德 昌則 
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（講評：嶽山洋志専門委員） 

発表用の写真はすべてとても美しい。今後もこの景色を守っていくために、継続

して活動してほしい。今後は、生物多様性の自然保護区を淡路島でどのようにエリ

ア化していくのか、課題になってくるのではないかと思う。 

 

 ＜SDGs推進分科会＞ 発表者：塩田 宏紀 

 

 

 

 

 

 

                 

 

（講評：嶽山洋志専門委員） 

檜を使用したえんぴつを作成したのはおもしろい。今後、島内で同じ目標を持っ

て活動している団体もいると思うので、他団体ともつながりを持ち、活動が循環し

ていくようになるとより良くなると思う。 

 

 ＜鳴門海峡の普及啓発分科会＞ 発表者：豊田 克己 

  

 

（講評：西川昌伸専門委員） 

 とても興味深く聞かせていただいた。学校での出前講座は、普及啓発においてと

ても重要な活動だと思った。また、クリーンアップ大作戦は、地域で住民と一緒に

取り組むイベントであり、世界遺産に向けて士気を高める活動だと感じた。 
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 ＜淡路島コミュニティづくり分科会＞ 発表者：中舎 義博 

 

 

 

 

（講評：西川専門委員） 

  

                 

 

 （講評：西川昌伸専門委員） 

地域のコミュニティづくりの重要性を再確認した。「移住した方が帰りたくならない

町」というキーワードは、とても興味深かった。その中には、移住したくなる町と

いうアピールも不可欠だと思うので、地域の人とのつながりを通して愛着を持って

もらい、交流人口の拡大に繋げることは重要である。 

 

＜淡路五山の歴史巡り分科会＞ 発表者：近江 寛 

 

 

 

 

 

 

 

 

（講評：西川昌伸専門委員） 

 観光資源の掘り起こしということに着目しているのはおもしろいと思った。具体

的な宣伝活動についてもよく考えられている。コロナで旅行される客層が変わって

きているので、マイクロツーリズム化している観光業の状況を捉えて、誘客につな

がる活動をしていってほしい。 

 

＜防災分科会＞  発表者：森崎 義彦 
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（講評：横山孝雄専門委員） 

 ３市・県の防災担当者と意見交換を実施し、島民としての深掘りがきめ細かくで

きており、大変素晴らしい活動だと感じた。気候変動に関わる防災・減災は、非常

に重要な課題だと思う。平時の取り組みが役に立ち、淡路の安全安心な社会の実現

にも繋がっていくと思う。今後の活動にも期待したい。 

 

＜農林水産分科会＞ 発表者：堀田 修司 

 

 

 

 

 

 

                 

 

（講評：横山孝雄専門委員） 

魅力ある食品開発を実施していくためには、農林水産資源の新たな展開が必要だ

と思う。脱炭素社会において、カーボンフットプリント（CFP）の表示をすることで

淡路島産商品がブランド化、差別化され、競争力のアップにつながるのではないか

と思う。 

 

＜ゴミ焼却熱の活用と利活用を学ぶ分科会＞ 発表者：木戸 隆一郎 

 

 

 

 

 

 

                 

 

（講評：横山孝雄専門委員） 

 最近は、燃やさず、すべての資源を循環していく循環経済が希求されている。淡

路島が先頭に立って、脱炭素型の農業、漁業を進めていき、次の展開に繋げる活動

を今後も続けてほしい。 

 

 

 

 



 5 / 6 

 

（２）グループセッション   ファシリテーター：投石文子専門委員 

自己紹介（５分） 

セッション①（15分） 

（ビジョン委員会活動を振り返っての感想、報告会の感想） 

新ビジョンの解説（10分） 

（ビジョン活動からみた新ビジョン） 

セッション②（10分） 

（新ビジョンの実現に向けて、私たちができること） 

 

グループセッションで出た意見 

【新ビジョンの実現に向けて私たちができること】 

・「人」が大事。人をどう育てるか、人をどう集めるか、人がどう動くかが重要。 

・移住者と島民の交流の場を作る。 

・移動が困難な高齢者が多いので、コミュニティバスを充実させる。 

・地域の方と連携して、食の裏側を発掘し生産者の顔が見える取り組みや、教育学

習をしていく。 

・国の始まりから未来を創る、2025年に向けて１００のアクションに取り組んでい

る。今後は、カレーの地産地消に取り組んでいく予定。 

・淡路島五山を知ってもらい、淡路島に来てもらえるようアピールする。 

・園芸療法を淡路島で広げていく。 

・環境・健康・観光の３Kを淡路島に広める。 

・淡路島の特色を生かした高校や大学、仕事を増やすことで後々の移住や就職につ

なげる。 

・今までの活動を生かして、環境学習、竹林保全、竹の有効活用を実施していく。 

 

 

（３）全体講評 

（田中亨胤専門委員） 

 ビジョンを推進していくためには、「SDGs」「ユニバーサルデザイン」「インセンテ

ィブ(動機付け)」「インキュベーション（事業創出）」という言葉が今後キーワード

となってくる。ビジョン委員会の活動が、まさに淡路のブランディング化になって

いくのではないかと思っている。淡路から全国、世界に発信していける素晴らしい

取り組みだと思うので、あらゆる分野のモデルを提供していけるよう今後とも引き

続き活動していただきたい。 
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（４）閉会の挨拶 

（山本益嗣委員長） 

  第 10期ビジョン委員会は、コロナ禍で大変だったが、今日報告いただいたように、

そんな中でも工夫を凝らしてどの分科会も活動できたのは、大きな成果だと思って

いる。 

 コロナで大変なことは色々あったが、良くなったことが２つある。１つは、今まで

使わなかったデジタル技術を年配者も含めて活用出来るようになったということ。

２つ目は、コロナ禍で自然と食に恵まれた淡路島が注目され、移住希望者が急増し

ているということ。 

  ビジョン委員会はこれで終わるが、新ビジョンができたので、今後も引き続きビ

ジョン推進に協力して活動していきたい。皆さん 2年間お疲れ様でした。    

 

                                    以上 


